さりて 白菊の 一 もと 二 もとね ぢ くれて 咲き乱れ たる、 

此景 に対して 静かに きの ふ を 思へば 万感 そ、 V ろに 胸に 

塞がり、 からき 命 を 助かりて 帰りし 身の 衰へは 只此ぅ 

れ しさに 勝たれて 思 はず 三逕就 荒と 口ずさむ も 涙が 

ちな り。 ありふれたる 此花、 狭 くるしき 此 庭が 斯く迄 

かつ ま 

人 を 感ぜ しめんと は 曾て 思 ひよ らざ リき。 況して 此ょ 

り 後 病 いよくつ のりて 足 立た ず 門 を出づ る 能 は ざ る 

に 至りし 今 小 園 は 余が 天地に して 草花 は 余が 唯一 の 詩 

料と なりぬ。 余 をして 幾何 か 獄窓に 呻吟す るに まさる 

まう ま 

と 思 はしむ る 者 は此十 歩の 地と 数 種の 芳葩と あるが た 

めに 外なら ず。 つぐの 年、 春暖 漸く 催う して 鳥の 声い 



共に 健全に 育 つべ しと 思へ り。 折 ふし 黄なる 蝶の 飛び 

来りて 垣根に 花 を あさる を 見て は そぞろ 我が 魂の 自ら 

動き 出で ゝ 共に 花 を 尋ね 香 を 探り 物の 芽に とまりて し 

ばし 羽 を 休む るかと 思へば 低き 杉垣 を 越えて 隣り の 庭 

をう ちめ ぐり 再び 舞 ひ もどりて 松の梢に ひらく 水 鉢 

の 上に ひらく 一 吹き 風に 吹き つれて 高く 吹かれな が 

ぼう^- ん 

ら向 ふの 屋根に 隠れた る 時 我に も あらず 惘 然として 自 

たち ま 

失す。 忽 ち 心 づけば 身に 熱気 を 感じて 心地な やまし 

く 内に 入り 障子た つると 共に 蒲団 引き かぶれば 夢にも 

あらず 幻に も あらず 身 は 広く 限り無き 原野の 中に 在り 

て 今 飛び去りし 蝶と 共に 狂 ひま はる。 狂 ふに つけて 何 



処 ともなく 数百の 蝶 は 群れ 来りて 遊ぶ をつ らく 見れ 

ば 蝶と 見し は 皆 小さき 神の 子な り。 空に 響く 楽 の 音 に 

つれて 彼等 は 躍りつ ゝ舞ひ 上り 飛び 行く に 我 もお くれ 

じと 茨蘀 の きら ひ 無く 蹈み しだ き 躍り 越え 思 はず 野 川 

に 落ちし よと 見て 夢 さむれば 寝汗した ゝ かに 襦袢 を濡 

して 熱 は 三十 九 度に や 上り けん。 

ほととぎす 

げん/ \ の 花盛り 過ぎて 時鳥 の 空に お とづる.' 頃 

は 赤き 薔薇 白き 薔薇 咲き 満ち て か んば しき 色 は 見る ベ 

はぎす すき 

き 趣 無き に は あらね ど 我 小 園の 見所 はまこと 萩 芒 の 

さかりに ぞ あるべき。 今年 は 去年に 比ぶ るに 萩の 勢 ひ 

強く 夏の 初の 枝ぶ りさ へ いたく はびこりて 末頼もしく 



見えぬ。 葉の 色 さへ 去年の 黄ばみた るに は 似ず 緑い と 

濃し。 空 晴れた る 日 は 椅子 を 其 ほとりに 据ゑ させ 人に 

扶 けられて やう やく 其 椅子に たどりつき、 気晴 しがて 

ら 萩の 芽に つきた るち いさき 虫 を 取りし こと も 一 度 一 一 

度に は あらず。 桔梗 撫子 は 実と なり 朝顔 は 花の 稍少く 

ま-ころ 

なりし 八月の 末より 待ちに 待ちし 萩 は 一 つ 二つ 綻び 

初たり。 飛び立つ ばかりの 嬉し さに 指 を 折りて 翌は 四、 

あさって は 八、 十日 目に は 千に やなる らんと 思 ひ 設け 

し 程 こそ あれ ある 夜 野 分の 風 はげしく 吹き出で ぬ。 安 

からぬ 夢 を 結びて あくる 朝、 日た けて 眠より 覚 むれば 

庭に なにやらの、 しる 声す。 心 もとな く 這 ひ 出で 、 何 



ぬ。 痩せて よろくと しながら 猶燃 ゆるが 如き 紅、 し 

だれて いとうつ くし。 一 一三 日 ありて 向 ひの 家よ リ貰ひ 

来たりと て 肥え太り たる 鶏頭 四 本ば かり 植ゑ 添へ たり。 

そのつ ぐの 日な りけん。 朝 まだき に 裏 戸 を 叩く 声 あり。 

戸 を 開けば 不折 子が 大きなる 葉 鶏頭 一 本 引き さげて 来 

りしな リ けり。 朝霧に 濡れつ、 手づ から 植 ゑて 去りぬ。 

鶏頭、 葉 鶏頭、 か、 やく 〔# 「か、 やく」 は ママ U ばかり 

はなやかなる 秋に 押されて 萩 はは や 散りが ちな リ しも 

あはれ 深し。 薔薇、 萩、 芒、 桔梗な ど をう ちくれ て 余 

が 小 楽 地の 創造に 力 ありし 隣の 老嫗は 其 後 移りて 他に 

ありし が 今年 秋 虱に さきだちて みまかり しと ぞ聞 えし。 



) J て/ \ と 草花 植 ゑし 小 庭 か な 



底本 ： 「花の 名 随筆 9 九月の 花」 作品 社 

1999 (平成 n) 年 8 月^日 初版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本： 「子規 全集 第二 一巻 随筆 二」 講談社 

1975 (昭和^) 年^ 月 発行 

》 「媼」 と 「嫗」 の 混在 は 底本 通りに しました。 

※本文 は 旧仮名遣いで すが、 ルビ は 新 仮名遣い である 

と 判断して、 ルビの 拗 促音 は 小 書きし ました。 

入力 ： 門 田裕志 

校正 " 小 林繁雄 

2 003 年 9 月：^ 日 fe: 成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



